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「直噴ガソリンエンジンでのPM生成機構解明・
モデル化とデータベース構築」

予定，将来展望

研究概要 目的

研 究 成 果

課 題

Experimental conditions
Initial temperature [K] 363
Intake pressure [MPa] 0.1

Engine speed [rpm] 600
Injection pressure [MPa] 5

EOI 10°BTDC
Equivalence ratio 0.9
Valve close timing BDC

Ignition timing 5°BTDC

Fuel iso-octane/toluene/    
n-heptane
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ピストン表面における筒内すす粒子直接捕集
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筒内燃料分布及びすす生成挙動の時系列可視化

Fuel

Soot

Soot

UVLED(non-combustion)

Visible laser (combustion)

Direct photographs (combustion)

100nm100nm 100nm

Injector
Spark plug

Piston

Air cylinder

Diaphragm

Needle

Expansion chamber

100nm

破膜直後(装置先端部)

100nm

膨張後(装置末端部)

全量サンプリング装置概略図
CA=8.1°ATDC CA=12.9 °ATDCCA=9.9 °ATDC 燃焼期間全暴露

•燃焼前半の時間分解すすサンプリン
グに成功

•今回観察した範囲では、燃焼前期に
おいてすす粒子性状の大きな変化は
見られなかった

•今後燃焼後半のすすサンプリングを
するため、装置改良中
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筒内すす粒子サンプリングに成功
全体的に大きい計測結果→ タンク内での凝集が原因？

大容量タンクに一気に膨張・希釈させることで凝集抑制？

PAMSによる粒径分布計測トライ
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全量サンプリング装置を用いた時間分解サンプリング全量サンプリング装置内のすす捕集

100nm

直噴ガソリンエンジンを模擬した急速圧縮膨張装置を⽤いて、筒内の燃料・す
す・温度の光学計測、筒内すすサンプリング及びすす粒⼦性状解析を⾏い、モデル
検証に有⽤なPMに関する詳細で希少なデータベース構築を⾏う。

 全量サンプリング装置及びTEM解析による筒内すす性状の時間分解解析
 グループ内クラスタ⼤による数値計算結果との比較検証、モデルの検討


